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はじ めに

離散凸解析は、 1990 年代半ぼに提案された離散最適化の枠組であるが、近年においては
ゲーム理論や数理経済学への応用が離散最適化の研究者により試みられている。 一方、 ゲーム

理論や数理経済学の研究者の間でも離散凸解析がこれらの分野の基礎理論に成り得るという
認識が持たれ始めている。本短期共同研究「ゲーム理論、数理経済学への離散凸解析の応用」
は、 ゲーム理論、 数理経済学、 離散凸解析に関わる研究者が- 同に会し、 自由な雰囲気で議論
をしながら互いの現状把握および新たな方向を模索することを目的とし企画された $\circ$

本短期共同研究は 2004 年 2 月 4 、 5 、 6 田こ実施された。初日 4 日には室田一雄氏と田
村による離散凸解析の概要説明がなされ、 5 日と 6 田こは自由討論形式での関連研究や未解決
問題の紹介が、 安藤和敏氏、飯村卓也氏、井上朋紀氏、伊東多聞氏、梶井厚志氏、穂刈享氏、
楊再福氏と和光によりなされた。異分野の交流ということもあり、それぞれの講演に対して質
疑応答が活発に行なわれ、熱気ある集会であった。本短期共同研究から新たな研究或果も得ら
れた $0$ 同様の集会をもう一度開催したいという要望が多くの参加者から寄せられた。
本講究録は、 登壇発表者による概説、既発表論文の要約、研究或果報告、未解決問題の提起

および、本短期共同研究において得られた或果の報告をまとめたものである。
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